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問題
単語認知過程の解明は、人間の言語処理活動を明ら
かにする上で避けては通れない重要な課題である。視
覚呈示された単語の認知過程において、当該単語のみ
ならず、入力された単語と視覚的（正書法的）に類似
した単語の表象も同時に活性化されることが仮定され
ている（たとえば Forster, 1987）。Coltheart, Davelaar,
Jonasson, & Besner（1977）は、“当該単語（あるい
は非単語や擬似単語）を構成する文字を一文字だけ別
の文字に置き換えることによって作成することができ
る単語”を neighbor（以下“類似語”とする）と定
義した。たとえば、単語“same”の類似語として単
語“some”や単語“name”を、同様に非単語（擬似
単語）“wace”の類似語として単語“wave”や単語
“lace”を挙げることができる。この neighborがい
くつ存在するのかをカウントすることによって、各単
語の neighborhood density（N metric）が算出さ
れた。Coltheart, et al.（1977）の論文以来、単語の持
つ属性の 1つとして、N metricが単語あるいは非単
語（疑似単語）の認知過程に及ぼす効果が検討されて
きた。
単語あるいは非単語（疑似単語）の処理過程に、類
似語がどのように影響するかを明らかにするための研
究には、類似語に関するデータベースの作成が必須と
なる。類似語の多寡が当該単語の処理過程に及ぼす影
響を明らかにするためには、当該単語の類似語数が既
知である必要があるからである。そのため、これまで
にも JIS一種漢字 2,965字を用いて作成される漢字二
字熟語数を、客観的な基準として岩波広辞苑第四版
（新村出記念財団，1995）のデータに基づいて算出し
たデータベース（川上，1997）や、さらにそれぞれの
漢字二字熟語の類似語の頻度を累積した結果を加えた
データベース（川上，2000a）、カタカナ 3文字語及
びカタカナ 4文字語の類似語数を算出したもの（川上，
1998，2000b）や類似語数の算出をその親密度ごとに
行い、データベースそのものの信頼性を扱った研究
（川上，2000c）、拗音,促音,長音を含んだカタカナ表
記語のうち、4拍で発音されるカタカナ表記語に焦点
を当て、類似語数を算出したデータベース（川上，
2013a，2013b）、実在しない非単語（疑似単語）につ
いて、その類似語数を算出したデータベース（川上，
1996）などが報告されている。
本研究は、漢字二字熟語を研究対象とし、その形態
的な特性と音韻的な特性との両者を重視した実験を実
施できるよう、あらためて漢字二字熟語の類似語数に
関するデータベースを整備することを目的とする。具
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要旨：Coltheart, Davelaar, Jonasson, & Besner（1977）の研究以来、多くの研究が単語認知に及ぼす neighborhood
sizeの効果を検討してきている。こうした研究を遂行するためのデータベースとして川上（2000a）は、客観的な基
準として、Macintosh版岩波広辞苑第四版（新村出記念財団，1995）を設定し、この辞書に登録されている漢字二
字熟語の類似語数をデータベース化している。本研究は、音韻的な特性も重視した実験を実施できるよう、あらため
て 4拍漢字二字熟語の類似語数に関するデータベースを整備することを目的とする。具体的には JIS一種漢字で表
記される漢字二字熟語のうち、拗音、促音を含んだ 4拍で発音される漢字二字熟語（4拍漢字二字熟語）に焦点を当
て、その正書法的類似語数、音韻的類似語数を算出し、データベース化を行った。紙面の都合上、その出現頻度が
3,000以上の 4拍漢字二字熟語を報告の対象とするが、本稿では、五十音順で読みが“アシモト”から“ジョウレイ”
までの 4拍漢字二字熟語について、その類似語数を報告する。なお読みがそれ以降（“ショクイン”以降）の 4拍漢
字二字熟語の類似語数については、次報にて報告する。
キーワード：類似語数、正書法的類似、音韻的類似、4拍漢字二字熟語、データベース
体的には漢字二字熟語のうち、清音、濁音、半濁音、
撥音、拗音、促音のうちの 4つを組合わせてその読み
が構成される、4拍で発音される漢字二字熟語（以下、
4拍漢字二字熟語）に焦点を当て、その正書法的類似
語数と音韻的類似語数とを算出し、データベース化す
ることを目的とする。この際、基準とする語彙データ
ベースとして天野・近藤（2000）を設定する。天野・
近藤（2000）は、朝日新聞の 1985年から 1998年まで
の記事データに対して形態素解析を行い、単語を切り
分け、抽出された約 36万語の出現頻度を調査したデー
タベースである。天野・近藤（2000）のデータベース
（以下 NTTDB）においては、“計数項目”として品詞
や表記、読みなどが特定された“単語”が抽出され、
その出現頻度が算出されている。このデータベースか
ら漢字二字熟語、あるいは 4拍語を抽出し、これを類
似語数算出のためのデータベースとする。
方法
本研究では 4拍漢字二字熟語のデータベースを作成
し、この正書法的類似語数と音韻的類似語数とを算出
することを目指す。ここで 4拍漢字二字熟語の正書法
的類似語数と音韻的類似語数について定義しておきた
い。4拍漢字二字熟語の正書法的類似語数は、漢字二
字熟語のうち、当該漢字二字熟語と一文字のみを置き
換えることによって作成することができる漢字二字熟
語の数と定義する。したがって、その音韻的な表象に
ついては考慮しない。たとえば 4拍漢字二字熟語“人
間（ニンゲン）”の正書法的類似語として、“人出（ヒ
トデ）”を挙げることができる。ここで、“人出（ヒト
デ）”そのものは 3拍漢字二字熟語であり、“人間（ニ
ンゲン）”とは音韻的な類似性は低いが、正書法的観
点から見れば類似語であると見なせるからである。
一方で、4拍漢字二字熟語の音韻的類似語の算出に
当たっては、4拍で構成されるその読みを、1拍のみ
別の拍に置き換えることにより作成することができる
読みを持つ単語の数と定義する。したがって、その
正書法的な表象については考慮しない。たとえば 4拍
漢字二字熟語“安定（アンテイ）” の音韻的類似語
として、“アンテナ（アンテナ）”を挙げることができ
る。ここで、“アンテナ（アンテナ）”そのものはカタ
カナ 4文字語であり、正書法的な類似性は低いが、音
韻的観点から見れば類似語であると見なせるからであ
る。
以上の定義に基づく類似語数の算出を行うに際して
は、算出のための 2種類のデータベースを準備するこ
とが必要となる。正書法的類似語数の算出に際しては、
その読みの音韻にかかわらず、漢字二字で表記される
単語（漢字二字熟語）のデータベースが必要であり、
音韻的類似語数の算出に際しては、その表記にかかわ
らず、その読みが 4拍で構成される単語（4拍語）の
データベースである。
このため、まず NTTDBから、その見出し項目を
すべて抽出した。これらは 360,850項目が存在したが、
NTTDBにおいては、同一の計数項目が、複数の見出
し項目となっている可能性があるため、重複する ID
を持つ複数の見出し項目がある場合には、1つを残し
それ以外をすべて削除した。この結果が NTTDBに
おける計数項目に当たり、その数は 341,771項目であっ
た。これらの中からその品詞が「数」あるいは「記号」
となっているものをすべて除外し、288,140項目が抽
出された。これを親データベースとし、それから正書
法的類似語数算出のための漢字二字熟語データベース、
音韻的類似語数算出のための 4拍語データベースをそ
れぞれ作成した。
正書法的類似語数算出のための漢字二字熟語データ
ベース
親データベースの計数項目のうち、その表記が JIS
一種漢字（2,965字）二字の組み合わせによって構成
される項目を漢字二字熟語と見なした。したがって
“人々”（“々”は JIS一種漢字に含まれない）や“B
級”は含まれない。この選択を行った結果、82,479
の計数項目からなる漢字二字熟語データベース（この
中で 4拍漢字二字熟語は 45,726項目）が作成された。
音韻的類似語数算出のための 4拍語データベース
親データベースの計数項目のうち、その読みが清音、
濁音、半濁音、撥音、長音、拗音、促音のうちの 4つ
を組合わせて構成される計数項目を 4拍語と見なした。
この選択を行った結果、83,987の計数項目からなる 4
拍語データベースが作成された。
正書法的類似語数の算出
ターゲットとする 4拍漢字二字熟語について、これ
を一文字置き換えることによって作成可能な漢字二字
熟語の数を算出した。この際、当該単語と同一の表記
を持つものについてはカウントには算入しなかった。
漢字二字熟語を構成する最後の一文字（たとえば“明
暗”の“暗”）を他の漢字に変更することによって作
成される漢字二字熟語を OFn、漢字二字熟語を構成
する最初の一文字（たとえば“明暗”の“明”）を他
の漢字に変更することによって作成される漢字二字熟
語を ORnとしてカウントした。また当該 4拍漢字二
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字熟語の正書法的類似語数としては、OFnと ORnと
の和で定義する。
音韻的類似語数の算出
ターゲットとする 4拍漢字二字熟語について、この
読みの 1拍を他の拍に置き換えることによって作成さ
れる読みを持つ計数項目数を、置き換える拍の位置ご
とに算出した。この際、4拍漢字二字熟語の最初の一
拍（たとえば“アンテイ”の“ア”）を他の拍に変更
することによって作成可能な項目数を Pn1、4拍漢字
二字熟語の二拍目（たとえば“アンテイ”の“ン”）
を他の拍に変更することによって作成可能な項目数を
Pn2、4拍漢字二字熟語の三拍目（たとえば“アンテ
イ”の“テ”）を他の拍に変更することによって作成
可能な項目数を Pn3、4拍漢字二字熟語の最後の拍
（たとえば“アンテイ”の“イ”）を他の拍に変更す
ることによって作成可能な項目数を Pn4とした。ま
た当該 4拍漢字二字熟語の音韻的類似語数としては、
Pn1から Pn4までの総和で定義する。
結果と考察
本研究では、4拍漢字二字熟語として 45,726項目
の漢字二字熟語を抽出した。この中から、NTTDBに
よる出現頻度が 3,000以上の 4拍漢字二字熟語のみを
報告の対象とする。その正書法的類似語数、音韻的類
似語数を表 1に示した。ただし、紙面の都合上、本稿
では五十音順で読みが“アシモト”から“ジョウレイ”
までの 4拍漢字二字熟語についてのみを掲載し、読み
がそれ以降（“ショクイン”以降）の 4拍漢字二字熟
語の類似語数については、次報に譲る。
本研究の結果、漢字二字熟語（4拍漢字二字熟語）
を刺激材料とした認知心理学的実験の統制が川上
（1997，2000a）のデータベースに基づくより詳細に
行えるようになった。日本語の特性に依存して、類似
語の影響を形態的（正書法的）なものと音韻的なもの
とに分離することも含めて、こうした実験を遂行する
ための刺激作成においては、今回報告された類似語数
表は有効なツールとなる。
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Tables of Orthographic and Phonological Neighborhood Size for
4 moraic Kanji Compound Words（1）
Faculty of Psychology, Department of Psychology
Masahiro KAWAKAMI
Abstract
The process of recognizing printed words has been studied for many years. Recent visual word recognition
research suggests that the identification of a word is affected by its similarity to other words. Coltheart,
Davelaar, Jonasson, and Besner（1977）defined the neighbor of a word（ or any letter string ）as any word
that can be generated by replacing a single letter from the base string. Many studies have shown that neigh-
borhood size affects visual word recognition.
For selecting Japanese stimuli for experiments investigating effects of neighbors, objective database for
number of neighbors are needed. This study presents tables of the numbers of orthographic and phonological
neighbors for Japanese 4 moraic 2-kanji compounds words. Orthographic neighbors for Japanese 4 moraic 2-
kanji compounds words are the words that can be constructed by changing single kanji of the target item
preserving kanji positions. Defining orthographic neighbors, the pronunciation of the word was ignored. On
the other hand, phonological neighbors for Japanese 4 moraic 2-kanji compounds words are the words that
can be constructed by changing single mora of the pronunciation of target item preserving mora positions.
Here, defining phonological neighbors, the orthographic script of the word was ignored. Based on the data-
base of Amano & Kondo（2000）, the number of orthographic and phonological neighbors were counted.
This article reports the number of orthographic and phonological neighbors of Japanese 4 moraic 2-kanji
compounds words with frequency of more than 3,000 based on Amano & Kondo（2000）. For lack of space,
the table was divided into two parts, and this article shows the first part of the result. The second part of the
results appears in the next article. The tables may be employed to provide normative data for experimental
studies in word recognition using Japanese 4 moraic 2-kanji compounds words.
Keywords: neighborhood size, orthographic neighbor, phonological neighbor, Japanese 4 moraic 2-kanji
compounds words, database
